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１．研究会の趣旨

（１）検討の経緯 （２）蒲田駅周辺地区基盤整備方針の位置づけ

■平成21年度

蒲田駅周辺地区のまちづくりの将来像を描いた「蒲田駅周辺地区グランドデザイン」を策定。

大田区では、平成21年度に策定した「蒲田駅周辺地区グランドデザイン」の重点課題としている「蒲

田駅を中心とする地区整備」を実現するため、各関係者との協議を重ね、平成25年12月に「蒲田駅周辺

再編プロジェクト」を策定しました。平成28年2月には、再編プロジェクトの初動期整備に位置付けら

れた蒲田駅東口駅前広場（大田区画街路第7号線）および地下自転車駐車場（大田第9号蒲田駅東口地下

自転車駐車場）の都市計画変更が行われ、同年4月に事業認可を取得しました。西口駅前広場について

も、駅前広場の改修が行われました。

その後、まちづくりに影響を与える社会情勢の変化等を踏まえ、平成29年におおた都市づくりビジョ

ンが作成され、東京都の上位計画の見直しが行われていることを踏まえ、令和元年度より、蒲田駅周辺

のまちづくりの上位計画である大田区都市計画マスタープランの改定、蒲田駅周辺地区グランドデザイ

ンの改定が着手されました。以上を踏まえ、上位計画で示す蒲田駅を中心とする地区の都市空間の実現

のための、公共施設の再編、駅や駅周辺の再開発を一体的に行うための方針として、蒲田駅周辺地区基

盤整備方針を作成します。

都市づくりのグランドデザイン

（H29.9）

具体化

都市計画区域マスタープラン

（R２年度改定予定）

東京都の上位計画

整合
連携

おおた未来プラン10年

(後期)(H26.3)

大田区基本構想(H20.10)

おおた都市づくりビジョン

（H29.3）

大田区都市計画マスタープラン

（H23.3）

（R3年度改定予定）

蒲田駅周辺地区

グランドデザイン
（H22.3）

（R3年度改定予定）

即する

蒲田駅を中心とする地区の
アクションプランの推進

蒲田駅周辺GDの改定を踏まえ
た蒲田駅を中心とする地区の都
市空間の実現のため、
・駅前広場
・自由通路
・駅周辺街路
などの公共施設の再編、駅や駅
周辺の再開発を一体的に行うた
めの方針

蒲田駅周辺地区基盤整備方針
（R2年度案、R3年度策定予定）

蒲田駅周辺地区グランドデザイン対象区域

■平成25年度

蒲田駅周辺地区グランドデザインの将来像実現にかかわる需要な蒲田駅を中心とする地区整備について、

課題解決のための必要な施設整備と実現化に向けた手順、整備の条件などをまとめた「蒲田駅周辺再編
プロジェクト」を策定。

■平成28年度

蒲田駅東口駅前広場及び地下自転車駐車場、事業認可。（初動期整備）

■平成29年度

・蒲田駅西口駅前広場整備完了。（初動期整備）

・社会情勢の変化等を加味した上で、大田区の将来像をわかりやすく可視化した「おおた都市づくりビジ

ョン」を作成。

■令和元年度

「大田区都市計画マスタープラン」の改定に向けた検討着手、あわせて「蒲田駅周辺地区グランドデ
ザイン」の改定に向けた検討着手。

■令和2年度～

蒲田駅周辺GDの改定を踏まえた蒲田駅を中心とする地区の都市空間の実現のための施設整備などをまと

めた「蒲田駅周辺地区基盤整備方針」の検討着手。

蒲田駅周辺地区基盤整備方針の
検討対象区域（駅前空間）

蒲田駅周辺再編プロジェクト改定
（R5年度以降改定予定）

整合



2020年度
（令和２年度） 2021年度

（令和3年度）
2022年度～

（令和4年度～）
4~6月 ７～９月 １０月～１２月 １月～３月

基盤整備
研究会

蒲田駅周辺地
区グランドデ
ザイン改定

都市計画
マスタープラ
ン改定
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改定案
の検討

改定の骨子案の検討
改定素案
の検討

改定素案の検討

２．今年度の検討内容とスケジュール

※新型コロナの影響で
スケジュール調整中

※新型コロナの影響で
スケジュール調整中

改定案
の検討

改定

改定

第１回
（7/2）

第２回
（10月頃）

第３回
（12月末頃）

第４回
（３月頃）

・課題整理
・基盤整備の検討方針
・整備の方向性

・整備の方向性
・基盤整備方針図
の共有

・基盤整備方針
素案の共有

・研究会の目的
・検討対象範囲
・スケジュール
・駅周辺をとりまく状況
・駅周辺の将来像

蒲
田
駅
周
辺
地
区
基
盤
整
備
方
針
の
策
定

蒲田駅周辺
再編PJへの

反映

蒲
田
駅
周
辺
地
区
基
盤
整
備
方
針
（
案
）
の
策
定

パブ
コメ
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３．駅周辺をとりまく現況

※ 新空港線については、現在想定している線形を記載

 JR・東急蒲田駅周辺では、戦災復興土地区画整理事業で整備された街区が広がるとともに、グランデュオ蒲田、東急プラザの駅ビルも築年数が経過しています。
 一方で、東口、西口の駅前広場では初動期整備が進行中であるとともに、東口周辺では再開発の動きが見られます。

大田区民ホール

アプリコ

大田区役所

呑川

東京工科大学・

日本工学院

専門学校

京急

蒲田駅

蒲田5丁目地区

地区計画

本蒲田

公園

蒲田駅周辺再編プロジェクト対象範囲
（概ね半径200ｍ圏）

新蒲田公園

西蒲田公園

蒲田本町

一丁目公園

大田区産業プラザPio

蒲田駅

（東急線）

補助第36号線
補助第37号線

蒲田駅

（JR線）

東急多摩川線

まちなみ誘導型地区計画による
街区別の共同化

約20m

約20m

オリンピック跡地

特定緊急輸送道路
（道路沿道建築物の耐震化を推進）

蒲田駅周辺地区グランドデザイン対象範囲

京急蒲田駅西口地区
地区計画

放射第19号線（第一京浜国道）
蒲田駅周辺整備

幅員50mに整備

蒲田駅東口駅前広場
初動期整備

・東口駅前広場の整備
・地下自転車駐車場の整備
⇒都市計画決定、事業認可（H28）

17番街区共同化（H29）

（みずほ銀行）

19・20番街区再開発
準備組合設立（H28）

14番街区解体

蒲田駅西口駅前広場整備完了（H30）

東急プラザ（S43）
※全面改装（H26）

グランデュオ蒲田/西館（H20）
※旧サンカマタ（S45）

グランデュオ蒲田/
東館（H20）
※旧パリオ（S37）

蒲田清掃事務所敷地

事務所の使用終了（R1）

大田区環８沿道地区計画
（区域：道路計画線から20ｍ）

幹線道路沿道にふさわしい土地利用を誘導し、
防災上有効で豊かな沿道環境の形成を図る

京急蒲田西口駅前地区

第一種市街地再開発事業

（H27）

京浜急行本線、空港線連
続立体交差事業の高架化
（H24）

京急蒲田駅東口駅前
広場整備（H28）

南蒲田交差点の立体化
（H24）

仲蒲田公園の改修（H28）

国家戦略道路占用事業

（H27認定）

15・16・17番街区再開発
準備組合設立（R2）



キーワード 将来イメージ
付加すべき
都市機能

求められる
交通機能

広
域
中
心
拠
点
の
役
割

ものづくり
を基軸に、
東京城南地
域の産業・
経済の活性
化をけん引

駅周辺への機
能導入により
拠点性が高ま
り、多くの
人々が集まり、
交流すること
で、蒲田駅か
ら新たな技術
や文化が生ま
れ、国内外へ
アピールして
いくまち

多くの人々が利用
する駅として、十
分な駅前空間を確
保

駅から各方面のま
ちへ円滑にアクセ
スできる動線（道
路横断部）

来街者をまち全体
で回遊させる歩行
者空間

上記の役割
を支えるア
メニティの
充実

蒲田の魅力を享受
できる、面的な歩
行者回遊空間

次世代モビリティ
の導入

空港利用者
の交通結節
点としての
魅力向上

空港に最も近
い拠点として、
多くの人が立
ち寄るまち

駅の交通結節機能
の利便性強化

バリアフリー化さ
れた、蒲田駅～京
急蒲田駅への歩行
者空間

生
活
拠
点
の
役
割

多文化都市
として、誰
もが安心し
て気持ちよ
く過ごせる
環境

誰もが生活に
必要なサービ
スを受けられ、
蒲田らしいラ
イフスタイル
を実現できる
まち

交通利便性（公共
交通との結節、バ
ス、自動車、自転
車）の維持・強化

駅から公共交通な
どへの乗換利便性
向上

誰もがバリアなく、
まちを自由に歩き
回れる歩行者回遊
空間

4

４．駅周辺の将来像

国内外企業のものづくり
拠点となるオフィス

交流・新産業、
育成機能

スタートアップ支
援、シェアオフィ
ス、協働ラボなど

中長期滞
在機能

滞在価値
を提供す
る宿泊機

能

外国人向け
医療サービ

ス

魅力ある
にぎわい機能

充実した
医療サー
ビス

公共サービス機能

図書館、行政窓口 など

まちに留まり、
楽しむ機能・空間

オープンスペース、交流スペース
など

外国人向け
生活サービス

商談の場
ラウンジ、
レンタルス
ペースなど

グレードの
高い飲食店

（１）GD改定で想定している蒲田駅周辺の将来像 （２）GD改定を踏まえ蒲田駅周辺で求められる都市・交通機能

 蒲田駅周辺地区グランドデザイン（以下、GD）の改定骨子案では、新空港線や空港跡地の進展により新たな広域都市軸（新空港線軸）が形成され、東京都心や羽田空港との連
携が強化されるなか、東海道軸と新空港線軸の結節点に位置する蒲田には『枢要な地域の拠点』としての役割が求められています。

 また、拠点としての役割を果たすために、交通結節点としての利便性を活かすとともに未来のライフスタイルへの対応や先端技術の活用も意識しながら、『広域的な拠点性を高
める機能の強化・充実』と『鉄道沿線の日常的な生活を支える機能の強化・充実』を両輪で進めていくことが求められています。

 上記を実現するための機能として、交通結節機能の強化や、まちを回遊する歩行者空間の確保などが望まれており、基盤整備方針にて整備イメージを明らかにしていきます。

にぎわいあふれる多文化都市、
誰もが安心して気持ちよく過ごせる人にやさしい蒲田

まちの将来像

まちの目指す姿

文化・交流・にぎわい

を生み出す

多彩な「活動」が創出

されるまち

地域の価値を高める

「空間」が充実したまち

安心して快適に過ごせる

「環境」が整ったまち

目指す姿１ 目指す姿２ 目指す姿３

求められる役割

東京圏における蒲田の位置づけ

『広域的な拠点性を高める

機能の強化・充実』と『鉄

道沿線の日常的な生活を支

える機能の強化・充実』

個性的で魅力ある店舗等による

商業活動、ものづくり企業やグ

ローバル企業による経済活動（産

業）、地域に暮らす人々による地

域活動、観光客の受け入れを目指

す活動など多彩な「活動」の融合

により生まれた蒲田らしさが、

人々を惹きつけ、まちににぎわい

がもたらされています。

利便性の高い公共交通と質の

高い駅前空間、駅とまちをス

ムーズにつなぐ歩行者空間、建

物やまち全体のゆとりある空間

など、充実した都市「空間」が

多様な人々を受入れ、回遊や滞

留を促すことにより、地域全体

の価値が高まっています。

災害に強い環境や、誰もが

使いやすい環境、個性的で魅

力ある環境、自然を感じられ

る環境が、あらゆる人々に安

心感・快適さ・安らぎを与え

ています。人々はこれら豊か

な「環境」が整った蒲田のま

ちに愛着や誇りを抱いていま

す。


